
（宮城県 令和６年 農作業安全確認運動推進資料） 

農作業安全確認運動展開中！ 
実施期間：春期 令和６年３月１日から６月３０日 

：秋期 令和６年９月１日から１１月３０日 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 
 
 

 

  

令和６年 農作業安全確認運動スローガン 

【徹底しよう！農業機械の転落・転倒対策】 
 

安全フレーム・シートベルト着用 

→転落・転倒時に安全域に 

とどまれる確率が高い！ 

ほ場周辺の危険箇所の確認・改善と危険

回避行動を！ 

安全域 

●安全フレーム・キャブ付き 

トラクターの使用！ 

●シートベルト、ヘルメット 

着用の徹底！ 

●危険箇所の確認・改善 
農業機械が通る道路を事前にチェックし、可能な

場合は道路の拡幅などの改修やガードレール、路

肩ポール、注意標識等で危険個所を明示しておく。 

●危険回避行動 
危険箇所での減速や迂回を実施する。 

 

 

イラスト出典：農林水産省ホームページより抜粋 https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/kenshu.html 

一般社団法人日本農業機械化協会ホームページより抜粋 https://www.nitinoki.or.jp/ 

●乗るときは 

安全フレームを立てる！ 

●危険個所では 

減速・迂回を！ 



 

 
 

・農業従事者１０万人当たりの死亡者数は，建設業の約２倍。 

・全国で年間３００名近くの方が亡くなっています。 
 

 
 
 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
※出典：農林水産省ホームページより抜粋 https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/kenshu.html 

 
 

 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

農作業事故はあなたの身近に迫っている！ 

宮城県の農作業死亡事故発生状況 

農作業安全確認運動に関する問合せ： 

農作業安全確認運動推進宮城県本部（事務局：宮城県農政部みやぎ米推進課）電話：022-211-2845 

６０歳以上の 

死亡事故が 

全体の９２％！ 

死亡事故の過半

数はトラクター

が原因！ 

図．年齢別死亡事故割合 

（宮城県H25～R4) 

図．機種別死亡事故割合 

（宮城県H25～R4) 


